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) 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
 

6月8日、同和対策中央研修所で、赤池町子ども会育 

成連絡協議会（大穂稔会長）主催の 『健康づくり歯みが 

き大会』が行われました。 

この大会は、6月の歯の衛生週間にちなみ、幼少年期 

に正しい歯の知識と予防を徹底し、健康づくりの意識を 

高めることを目的に、毎年行われているもので、今年で 

16年目になります。 

約200人が参加して、後援をいただいた田川歯科医師 

会の先生のお話しや歯科衛生士会のみなさんの劇で歯の 

大切さを勉強したり、はみがき体操で正しい歯のみがき 

方を練習しました。 

健康な歯の持ち主も10人選ばれ、表彰を受けました。 

（敬称略） 

〇大久保 要（上野小1年） 〇千手 悠（市場小2年） 

〇内田 晋平（市場小3年） 0 石山 直美（市場小4年） 

〇浦田 恵美（市場小5年） C 千手美由希（市場小5年） 

〇清原 優子（市場小6年） 0 村上 真美（市場小6年） 

〇長谷川そのか（市場小6年） 0 上田 勝広（赤池中1年） 

7月は固定資産税2期分 の納税月です。 
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町長選挙 
議員補欠選挙 

（選挙すべき数＝2人） 

7 月20日執行 赤池町長選挙 

および赤池町議会議員補欠選挙 

立候補予定者説明会 

⑥日時／昭和61年7月9日困AM10: 00 
⑥場所／赤池町役場ニ階委員会室 
※筆記用具、印かん、テキスト代（地方選挙早わかり） 

1 ,200円をご持参ください。 

⑥不在者投票は 
投票日当日に出張や出産の予定など、やむを得ない 

理由で投票できない人のために設けられた特別の制度 

です。 

0 告示日（7 月15日）から投票日の前日（7 月19日） 

までの5日間です。 

〇毎日午前8時30分から午後5時まで。 

〇赤池町選挙管理委員会（役場内）で行います。 

〇印かんと入場券（届いている場合）を持参してくだ 

さい。 

ノ 
 ノ 

⑦開票（選挙会） 

〇7月20日（日） 午後 

7 時30分から赤池 

町民会館（大ホ 

ール）で行いま 

す。 

票日は7月20日⑧ 
3 カ所で7時から18時まで 町内 

鰍
あ
な
た
の
小
さ
霧
体
＋
画
示
が
熱
鷺
譜
g
 

「
」
赤
池
の
未
来
を
大
き
く
変
＼
購
襲
鷺
雛
 

『
」
 

義
理
・
人
情
に
捕
ら
わ
れ
ず
癌
麟
麟
麟
麟
 

響
 

ト
よ
く
見
、
よ
く
聞
ぎ
、
よ
く
養
薦
麟
議
裟
 

町

長

辞

任

に

伴

う

町

長

選

挙

と

町

議

会

議

員

補

欠

選

挙

は

、

七

月

十

五

日

に

告
示
さ

れ

、

七

月

 

二
十
日
（
日
）
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
町
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
は
、
欠
員
に
よ
る
も
の
で
、
 

選
挙
す
べ
き
議
員
の
数
は
二
人
で
す
。
 

今

回

の

選

挙

は

、

私

た

ち

に

と

っ

て

一

番

身

近

で

大

切

な

選

挙

で

す

。

町

政

へ

の

参

加

は

投

 

票
か
ら
始
ま
り
ま
す
、
 

一
人
ひ
と
り
が
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
町
の
代
表
に
ふ
さ
 

わ

し

い

立

派

な

人

を

選

ぶ

た

め

、

貴

重

な

一

票

を

大

切

に

し

、

悔

い

の

な

い

投

票

を

し

ま

し

 

よ
、
つ
。
 

①立候補できる人は 
r 

〇日本国民で、年齢満25歳以上の人。 

0 禁治産者でないこと。 

0 禁鋼以上の刑に処せられその執行を終るまでの者 

でないこと。 

〇禁鋼以上の刑に処せられその執行を受けることが 

なくなるまでの者でないこと。 

〇選挙犯罪によって被選挙権を停止されている者で、 

なし、こと。 

〇町長立候補者は、赤池町の住民でなくてもよいが、 

町議会議員立候補者は、赤池町の区域内に3 カ月 

以上住所を有することが必要。 
 ノ 

、

 

ー
 

ー
ー
 

、

、

、

 

③選挙運動の期間は 
〇立候補の届け出終了（受理）後から投票日の前日 

までです。 (7 月15日から7月19日まで） 
〇午前8時から午後8時までです。 （街頭演説など） 
〇選挙事務所の数は、候補者1人について1 カ所。 

（移動は1日につき1回のみ） 

※投票日当日でも投票所を設けた場所の入口から 

300 m 以外の区域に限り設置できます。 

、
  ’へ 

／ー 一 

②立候補の届出は 

④投票できる人は 
〇年齢要fl 昭和41年7月21日以前に生まれた 

人。 

〇住所要件 昭和61年4月14日までに赤池町に 

転入届出がなされた人 

で投票日現在まで引き 

続き赤池町に住所を有 

し、選挙人名簿に登録 

されている人です。 

ノ 

〇受け付けは選挙の期日が告示された当日、 1 日の 

みです。 (7 月15日因） 

〇届け出時間は午前8時30分から午後5時まで。 

〇受け付け場所は赤池町役場2 階委員会室。 

0 立候補の届け出を郵便によってすることは禁止さ 

れていますので、届出者本人か、あるいは代りの 

人によって直接選挙長に届出書を提出してくださ 

し、0 

〇必ず印かんをご持参ください。 （届出書に押印し 

た印かん） 

〇立候補の届け出をすることのできる人は、①候補 

者になろうとする人、（②）候補者を推せんしようと 

する人です。 

※正規の届け出をする前に町選管で予備審査を受 

け付けています。 

〇町議会の場合、供託証明書は必要ありません。 

ノ 

\ ~

⑤投票場所・時間は 
〇第1投票所 赤池町役場（旧第2 公民館） 

〇第2投票所 上野小学校体育館 

〇第3投票所 中尾生活館 

午前7時から午後6時までです。 

※投票場所は配布された入場券でご確認ください。 

、 ノ 

× 
投

票

に

は

 

入

場

券

を

 

ノ 

投
票
所
へ
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
 

か
ら
送
ら
れ
る
入
場
券
を
必
ず
お
持
ち
 

く
だ
さ
い
。
 

入
場
券
を
粉
失
さ
れ
た
場
合
は
原
則
 

と
し
て
再
発
行
し
ま
せ
ん
が
、
入
場
券
 

が
な
く
て
も
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
 

票
所
の
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
入
場
券
が
送
ら
れ
て
こ
な
か
 

っ
た
り
、
入
場
券
の
住
所
や
氏
名
な
ど
 

が
違
っ
て
い
る
場
合
は
、
町
選
挙
管
理
 

委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

候

補

者

名

は

 

ハ

ッ

キ

リ

と

 

投
票
用
紙
に
候
補
者
名
の
ハ
ッ
キ
リ
 

と
書
か
れ
て
い
な
い
投
票
は
無
効
と
な
 

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
投
票
所
に
 

掲
示
さ
れ
て
い
る
候
補
者
名
を
よ
く
見
 

て
、
候
補
者
氏
名
欄
に
ハ
ッ
キ
リ
書
き
 

ま
し
ょ
う
。
 

選
挙
は
、
投
票
に
よ
っ
て
行
う
と
定
 

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

一
般
の
投
票
は
、
み
な
さ
ん
ご
存
知
 

の
と
お
り
で
す
が
、
身
体
や
目
の
不
自
 

由
な
方
に
も
政
治
に
参
加
し
て
い
た
だ
 

く
た
め
、
次
の
よ
う
な
制
度
が
あ
り
ま
 

す。 
代
 
理
 
投
 
票
 

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
、
自
ら
候
補
者
 

の
氏
名
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
 

各
投
票
所
の
投
票
管
理
者
に
申
し
出
る
 

と
、
二
人
の
補
助
者
が
付
き
、
 
一
人
が
 

立
ち
合
っ
て
、
も
う
一
人
が
本
人
の
い
 

う
と
お
り
に
書
く
と
い
う
代
理
投
票
が
 

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
内
容
に
つ
 

い
て
当
然
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。
 

点
 
字
 
投
 
票
 

目
の
不
自
由
な
方
は
、
そ
の
旨
投
票
 

管
理
者
に
申
し
出
る
と
、
点
字
器
を
使
 

っ
て
点
字
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
 

す。 

郵

便

に

よ

る

 

不

在

者

投

票

 

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方
（
身
 

体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
 

付
を
受
け
て
い
る
方
で
障
害
の
等
級
に
 

よ
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
）
は
、
自
分
 

の
住
ん
で
い
る
所
で
投
票
で
き
る
、
郵
 

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
を
利
用
す
 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

こ
の
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
証
明
書
の
 

交
付
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

、
に
 

×
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進
む
総
A
ロ
開
発
地
 

勤労者体育センター 

の
一
一
大
工
事
 
身
ニ
プ
オ
ニ
 

ー
か
加
如
理
施
設
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町
民
会
館
横
の
赤
池
町
総
合
開
発
地
 

ち
、
町
の
予
算
は
二
百
万
円
で
、
ほ
と
 

内
に
二
大
工
事
が
進
行
中
で
す
。
 

ん
ど
が
事
業
団
の
予
算
に
な
り
ま
す
。
 

一
つ
は
、
町
民
プ
ー
ル
横
の
『
赤
池
 

今
年
八
月
に
は
オ
ー
プ
ン
予
定
で
、
 

動
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
』
で
す
。
 

完
成
後
は
、
赤
池
町
が
管
理
を
委
託
さ
 

こ
れ
は
、
町
が
雇
用
促
進
事
業
団
に
 

れ
、
健
康
、
体
力
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
 

お
願
い
し
て
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ッ
人
口
 

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
拠
点
 

の
増
加
に
対
処
し
、
特
に
中
小
企
業
に
 

と
し
て
大
い
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
 

働
く
労
働
者
の
み
な
さ
ん
の
福
祉
の
増
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

進
と
雇
用
の
促
進
、
職
業
の
安
定
の
た
 

も
う
一
方
は
、
町
民
会
館
横
に
建
設
 

め
に
建
設
し
て
い
る
体
育
館
で
す
。
 

中
の
 
『
第
二
赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
汚
水
 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
一
部
鉄
骨
造
）
 

処
理
施
設
』
 
で
す
。
 

造
り
、
体
育
室
の
広
さ
は
六
百
二
十
2
m
。 

こ
れ
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
分
譲
宅
 

バ
レ
ー
コ
ー
ト
で
一
面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
 

ン
コ
ー
ト
だ
っ
た
ら
三
面
取
れ
る
広
さ
 

で
す
。
 

総
事
業
費
は
、
九
千
二
百
万
円
。
う
 

こ轟 

ト完成間近の勤労者体育センター． 

地
の
拡
張
に
伴
い
、
生
活
排
水
の
河
川
 

へ
の
悪
影
響
を
お
さ
え
、
下
田
川
衛
生
 

組
合
の
し
尿
処
理
を
緩
和
し
、
文
化
的
 

生
活
ゾ
ー
ン
づ
く
り
の
た
め
、
 
一
部
地
 

域
改
善
対
策
事
業
の
適
応
を
受
け
、
国
 

の
補
助
事
業
で
二
億
一
千
三
百
万
円
の
 

I 暑中見舞釜赫I 
曹 6 月16日から3種類（トノポ’ 曹 
ぶ あまちゃ・むぎつく）が発売され ぶ 

曹て翼10 「くじ付き」となり好事 
ミ 評を得ています。お世話になった 事 

詳灘灘L.9 15H夏の便りI 
ミ ト賞品一21型多機能力ラーテ事 
素 レビ・ステンレスポット・ ぶ 

ぶ 文の日小型切手シート 冬 

曹 速達配達地域 

曹 の拡大 事 
誉 いままでは町内の皿山．天郷地李 
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障
害
基
礎
年
金
を
 

受
給
中
の
み
な
さ
ん
へ
 

四
月
か
ら
国
民
年
金
が
改
正
さ
れ
、
 

善
さ
れ
ま
し
た
。
 

障
害
福
祉
年
金
は
障
害
基
礎
年
金
に
変
 

わ
り
ま
し
た
。
 

基
礎
年
金
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
 

①
年
金
額
の
大
幅
引
き
上
げ
、
②
障
害
 

基
礎
年
金
に
 
「
子
の
加
算
額
」
新
設
、
 

③
支
払
い
は
年
四
回
、
な
ど
大
き
く
改
 

，
‘
●
 ●
●
）
●
●
）
●
・
 

ま
た
、
引
き
継
ぎ
年
金
を
受
け
ら
れ
 

る
か
ど
う
か
の
確
認
は
、
年
一
回
、
本
 

人
や
家
族
の
所
得
、
家
族
の
状
況
な
ど
 

を
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

昨
年
ま
で
は
、
八
月
に
福
祉
年
金
証
 

書
を
提
出
し
て
確
認
を
受
け
て
い
ま
し
 

,
,
,
'
,
'
,
,
,
‘
，
「
，
●
‘
●
‘
●
●
●
●
●
●
●
‘
●
●
●
●
●
‘
●
‘
●
●
●
●
●
●
●
●
●
‘
●
‘
●
‘
●
‘
 

案
 

予
算
で
建
設
し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

約
二
千
人
分
の
し
尿
、
生
活
排
水
を
 

処
理
で
き
ま
す
。
完
成
は
、
六
十
二
年
 

三
月
の
予
定
で
す
。
 

ト2 カ年継続事業で行われている 

第2赤池ニユータウン汚水処理施設・ 

ぶ た
が
、
今
年
か
ら
は
、
七
月
中
に
障
害
 

基
礎
年
金
証
書
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
 

証
書
を
役
場
に
提
示
し
、
 

「
年
金
受
給
 

状
況
申
立
書
」
 
に
必
要
事
項
を
記
入
の
 

う
え
確
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

印
か
ん
を
ご
持
参
の
う
え
、
七
月
一
 

日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
手
続
き
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
 

る
方
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
八
月
末
日
 

、
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
，
ぐ
ぐ
ぐ
 
ぐ
け
ぐ
ぐ
（
や
 

』
待
ち
合
い
室
 
安
な
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
o
 

さ
 

ハ
 

『

 

v 

毎
日
で
き
る
 

製
熱
』
乳
郵
い
も
郵
「
 

ユ 
,
 ユ 

い
 

ら
せ
し
ま
す
ロ
 

い
 

,
 ユ

 
マ
 

①
 

ユ
 

,
 ふ

 
,
 ユ

 
,
 

表
 

「認められていますの人ー異常がもこ雄籍護讐」 

一
う
以
臥
臥
表
麗
譲
惑
』
『
は
胃
の
検
査
の
記
録
一
 

,
 ュ

 

ん
 
同
 
多
 

こ
れ
か
ら
わ
か
 

管
し
て
い
ま
す
の
で
、
二
回
目
に
受
 

も
 

、
 

「Z 

功
 
か
 
ー
 

る
よ
う
に
、
検
 

け
ら
れ
る
と
き
は
、
前
は
ど
こ
が
悪
 

で 

ユ 
,
 ユ 
,
 ユ 
,
 ふ

 
,
 ユ

 
,
 ユ 
,
 ユ 
,
 ユ

 
,
 ユ

 
,
 ユ

 
,
 ユ

 
,
 ふ

 
一 一 

由
な
人
に
は
、
婦
長
が
や
さ
し
く
説
 

すc 

さ
 

胃
透
視
 

検診者数119人 

異常あり 61人 

異常なし 58人 

胃がん 4人 

胃かいよう29人 

胃 炎 28人 

表
①
の
と
お
り
 

検
診
者
は
一
一
 

九
人
で
「
異
常
 

あ
り
」
 
の
人
は
 

六
一
人
、
約
半
 

診
者
の
二
人
に
 

透
視
の
時
間
は
午
前
八
時
半
か
ら
 

、
 

九
時
半
ま
で
、
 
一
人
十
分
く
ら
い
で
 

終
り
ま
す
。
急
が
れ
る
人
は
、
透
視
 

t
 

な
若
手
医
師
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
 

ヤ
 

す
。
透
視
担
当
医
は
、
北
先
生
、
詫
 

で
 

摩
先
生
、
広
瀬
先
生
で
す
。
こ
の
三
 

き
 

先
生
の
意
欲
と
情
熱
、
根
性
と
や
る
 

「
 

気
と
仕
事
好
き
に
よ
っ
て
、
毎
日
検
 

？
 

診
で
き
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
 

し
 

'
 
'
 
'
 

か
っ
た
か
を
す
ぐ
に
調
べ
る
こ
と
が
 

1
 

で
き
ま
す
。
 

,
 

ユ
 

,
 ユ

 
,
 , 

を
し
て
い
ま
す
o

ど
ん
な
人
で
も
不
 

阿
部
 

秀
一
 

さ
 

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ィ
ト
ト
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
1
 

一
人
は
異
常
が
あ
り
ま
す
。
 

「
異
常
あ
り
」
 
と
認
め
ら
れ
た
人
 

は
、
胃
カ
メ
ラ
や
ー
カ
月
後
に
再
検
 

診
を
行
い
、
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。
 

「
ガ
ン
」
 
に
つ
い
て
は
、
 

「
進
行
 

性
ガ
ン
」
 
が
多
く
、
も
っ
と
早
く
検
 

診
を
受
け
て
い
た
ら
何
と
か
な
っ
た
 

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
当
病
院
で
は
、
体
の
不
自
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
赤
池
町
 

し
 

立
病
院
の
胃
の
検
診
日
は
、
月
曜
日
 

し
 

か
ら
土
曜
日
ま
で
の
毎
日
で
す
o

電
 

し
 

話
に
よ
る
予
約
も
受
け
て
い
ま
す
の
 

バ
 

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
o
 

バ
 

七
月
か
ら
新
し
い
透
視
の
x

線
テ
 

「
 

レ
ビ
が
入
り
ま
す
の
で
、
も
っ
と
大
 

ち
 

き
な
成
果
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
 

、
 

、 

ま
で
に
福
祉
年
金
証
書
を
年
金
係
に
提
 

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

つ
 

れ
 

づ
 
れ
 

に
 
①
 

老
人
ホ
l

ム
天
郷
荘
 
松
本
た
か
し
 

湖
の
海
も
ぐ
る
長
ち
や
藤
の
棚
 

ちほーつ 

葉
桜
や
花
見
も
忘
れ
痴
呆
の
老
い
 

新
調
の
武
者
人
形
飾
り
菖
蒲
酒
 

鯉
の
ぼ
り
雄
々
し
泳
げ
り
峡
の
空
 

峡
つ
つ
む
起
伏
の
新
緑
上
り
窯
 

気
の
合
ひ
し
連
れ
と
薄
暑
の
温
泉
旅
行
 

監
査
委
員
に
久
原
氏
 

人
権
擁
護
委
員
は
大
池
氏
 

助
役
・
教
育
長
が
辞
意
を
表
明
 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
 

昭
和
六
十
一
年
度
老
人
保
健
特
別
会
 

計
補
正
予
算
を
専
決
処
分
し
た
た
め
、
 

議
会
の
承
認
を
得
ま
し
た
。
 

内
容
は
、
国
・
県
の
補
助
金
が
翌
年
 

度
に
確
定
し
た
た
め
、
四
百
二
十
六
万
 

円
を
繰
り
上
げ
た
も
の
で
す
。
 

昭
和
六
十
一
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
暫
 

定
補
正
予
算
 

衆
議
院
解
散
に
伴
う
総
選
挙
、
町
長
 

・
町
議
会
補
欠
選
挙
の
経
費
四
百
五
十
 

万
円
。
一
般
失
業
対
策
事
業
の
退
職
制
 

度
と
し
て
新
し
く
設
置
さ
れ
た
高
齢
者
 

就
労
機
会
開
発
事
業
や
職
業
生
活
指
導
 

員
の
設
置
費
、
引
退
給
付
金
な
ど
の
経
 

費
、
約
額
三
千
九
百
九
十
万
円
が
追
加
 

補
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

赤
池
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 

例
の
制
度
に
つ
い
て
 

金
融
機
関
の
休
日
の
追
加
に
伴
い
、
 

町
税
の
納
期
限
変
更
の
た
め
、
条
例
が
 

一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

赤
池
町
集
会
所
施
設
設
置
お
よ
び
管
理
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

、
六
十
年
度
に
赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
 

大
浦
団
地
、
伏
原
、
岩
屋
同
和
対
策
集
 

会
所
を
新
設
し
た
た
め
管
理
条
例
に
追
 

加
さ
れ
ま
し
た
。
 

赤
池
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
 

報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

国
の
支
給
基
準
改
正
に
準
じ
て
、
約
 

十
七
％
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

赤
池
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
 

松
井
猛
氏
が
任
期
満
了
と
な
る
た
 

め
、
新
し
く
久
原
弘
氏
が
選
任
さ
れ
ま
 

し
た
。
任
期
は
四
年
間
で
す
。
 

久原 弘さん 

（大和1 ) 

【
略
歴
】
大
正
一
四
年
七
月
二
日
生
れ
 

六
〇
歳
、
昭
和
二
三
年
か
ら
五
九
年
ま
 

で
中
学
校
教
諭
、
退
職
後
町
特
別
職
報
 

酬
審
議
会
々
長
、
行
政
改
革
審
議
員
、
 

.
'
,
‘
，
一
 

●

・

●

●

J

●
●
●
●
 ‘
●
●
●
‘
 

赤
池
町
立
病
院
放
射
線
技
師
 

さ
 

た
ん
ね
ん
 

豆
飯
や
園
児
ら
丹
念
実
る
畑
 

夏
 

は
 

来
 

ぬ
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 
柿
原
 
香
草
 

き
ぬ
た
 

陶
土
つ
く
砧
の
音
や
夏
に
入
る
 

喜
寿
ち
か
き
女
の
嘆
き
夏
に
入
る
 

れ
ん
げ
田
に
寝
て
天
を
見
し
青
年
期
 

じ
 

髪
刈
っ
て
命
み
ぢ
か
き
夏
に
崎
す
 

麦
秋
や
根
植
え
の
菊
の
葉
の
緑
 

一つみ 

夏
の
蝶
も
つ
れ
も
つ
れ
て
湖
よ
ぎ
る
 

梅
雨
寒
や
湯
呑
の
温
み
握
り
メ
む
 

文
化
団
体
連
合
会
々
長
な
ど
を
歴
任
。
 

人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
い
て
 

岡
田
宗
治
氏
が
任
期
満
了
と
な
る
 

た
め
、
新
し
く
大
池
保
房
氏
が
推
せ
ん
 

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
三
年
間
で
す
。
 

臓 

大池保房さん 

（本町3) 

【
略
歴
】
大
正
一
四
年
四
月
一
三
日
生
 

れ
、
六
一
歳
、
昭
和
二
三
年
よ
り
中
学
 

校
教
諭
、
昭
和
六
〇
年
赤
池
中
学
校
長
 

を
定
年
に
よ
り
退
官
、
現
在
に
至
る
。
 

報
 

告
 

昭
和
六
十
年
度
繰
越
計
算
書
 

六
十
年
度
中
に
完
了
で
き
な
か
っ
た
 

道
路
三
線
、
た
め
池
災
害
復
旧
工
事
ー
 

力
所
の
工
事
に
つ
い
て
、
六
十
一
年
度
 

に
予
算
を
繰
り
越
し
て
実
施
す
る
た
め
 

規
定
に
よ
り
そ
の
金
額
が
議
会
に
報
告
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

［ 

請
 

願
 

田
川
地
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
 

置
に
関
す
る
請
願
‘
採
択
 

緊
就
・
開
就
・
特
開
事
業
の
存
続
改
善
 

活
用
に
つ
い
て
の
請
願
n
V
採
択
 

同
和
行
政
に
関
す
る
請
願
g
採
択
 

町
長
・
助
役
・
 

教
育
長
が
退
職
 

池
永
輝
昭
町
長
が
、
六
月
十
九
日
付
 

け
で
退
職
し
ま
し
た
。
 

日
野
喜
美
男
助
役
は
六
月
二
十
日
付
 

け
で
、
池
田
利
文
教
育
長
は
六
月
十
七
 

日
付
け
で
そ
れ
ぞ
れ
退
職
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
伴
い
、
町
長
の
職
務
代
理
に
 

つ
い
て
は
、
六
月
二
十
一
日
か
ら
七
月
 

二
十
日
ま
で
木
村
邦
治
総
務
課
長
が
、
 

教
育
長
の
職
務
代
理
に
つ
い
て
は
、
太
 

田
伝
教
育
委
員
会
課
長
が
務
め
る
こ
と
 

に
な
リ
ま
す
n
 

い
 

②
 
‘
 
加
 
2
 

な
っ
て
い
ま
す
o
 

を
き
ち
ん
と
報
告
書
に
ま
と
め
て
保
 

い
 

、
 

明
し
て
、
透
視
室
に
入
っ
て
手
助
け
 

い
 

だ
け
さ
れ
て
、
結
果
は
後
で
聞
か
れ
 

オ
 

い
 

赤
池
町
立
病
院
の
今
年
一
月
か
ら
 

て
も
結
構
で
す
o
 

1
 

い
 

四
月
ま
で
の
胃
透
視
の
結
果
を
お
知
 

町
立
病
院
の
胃
の
検
診
は
、
優
秀
 

？
 

マ
 

表
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懸一 

数
シ
か
せ
 

象
警
叡
購
難
・
範
鷲
麟
会
か
ら
 

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
 

窮 
報
 

広
 

(7) ~~ ~ 広 報 あ か し、 

生活のなかから差別を考える 
奮玉県立児玉高校司喜小林初枝 

私の好きな言葉をひとつあげろといわ 

れれば、私は戸惑わず、 「もともと地上 

に道はない。大勢の人の歩いた跡が道に 勿 

なるのだ」という、中国の作家魯迅の作 r ／ノぐ

品のなかにある表現です。 

残念ながら、日本人の歩いた跡は、人 

間の手で人問を差別するという道を作っ 

てしまいました。この先輩たちの作った 

道を改善するのは、現代に生きる私たち 

の手によります。 

赤池町ノ＼お招きいただきました機会に、 

私の生活の場から、タテマエとホンネの 

生活の矛盾をお話し申し上げ、みなさま 

とともに、人々が生まれや育ちを問わな 

いで、人間の自由と平等の関係の確立を 

めざした道造りのためのあり方を考えて 

みたいと思います。 

⑥同和問題啓発講演会 

演題・生活の中から差別を考える 

講師・作家 小林初枝先生 

とき・7月26日（土曜日） 

午後1時から 

会場・赤池町同和対策中央研修所 

⑥街頭啓発 

赤池駅前 ・午前6時30分から 

赤池商事前・午後4時30分から 

ダイコー前・午後4時30分から 

各保育園前・午後3時から 

7
月
1
日
か
ら
 

31 

日
ま
で
 

今
日
の
日
本
は
先
進
国
と
し
て
、
平
和
を
愛
し
民
主
主
義
を
実
 

現
す
る
国
家
と
し
て
、
世
界
各
国
の
注
目
を
あ
つ
め
て
い
ま
す
が
、
 

残
念
な
が
ら
被
差
別
部
落
に
生
ま
れ
た
と
い
う
だ
け
で
、
就
職
や
 

結
婚
な
ど
に
お
い
て
不
当
な
人
権
侵
害
を
受
け
る
、
許
す
こ
と
の
 

で
き
な
い
問
題
と
し
て
同
和
問
題
が
あ
り
ま
す
。
 

赤
池
町
で
は
、
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
行
政
 

の
中
心
に
同
和
問
題
を
す
え
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
同
和
問
 

題
の
啓
発
に
当
っ
て
き
ま
し
た
。
 

7
月
は
県
下
一
斉
、
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す
。
こ
の
期
 

間
中
、
部
落
差
別
の
解
消
を
目
指
す
各
種
の
行
事
を
計
画
し
、
部
 

落
問
題
に
つ
い
て
皆
ん
な
で
考
え
、
話
し
合
い
、
 
一
日
も
早
い
部
 

落
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
 

致
し
ま
す
。
 

、 

了 

×かの思った
こと』
 

人権作文 

赤池中2年 

満山 美穂 

私
は
、
 

「
差
別
を
す
る
人
は
、
ど
う
 

い
う
気
持
ち
で
差
別
な
ん
か
す
る
の
か
 

な
あ
、
差
別
さ
れ
る
人
の
気
持
ち
を
考
 

え
た
こ
と
が
あ
る
の
か
な
あ
。
」
な
ど
 

と
思
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
 

私
は
よ
く
、
近
所
の
下
級
生
の
人
か
 

ら
、
か
ら
か
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
五
年
 

生
e
三
学
期
の
こ
と
で
す
が
 
「
大
阪
べ
 

ん
、
大
阪
べ
ん
。
」
 
と
は
や
し
た
て
ら
 

れ
、
大
変
い
や
な
思
い
を
し
た
こ
と
が
 

あ
り
ま
し
た
。
私
の
両
親
は
事
情
が
あ
 

っ
て
別
々
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
去
年
 

の
一
月
、
私
と
弟
は
母
と
い
つ
し
ょ
に
、
 

母
の
里
で
あ
る
赤
池
町
の
市
場
小
学
校
 

へ
総
田
小
学
校
か
ら
転
校
し
て
き
ま
し
 

た
。
給
田
に
住
ん
で
い
た
の
は
四
ケ
月
 

位
で
、
そ
の
前
の
四
年
間
は
大
阪
に
住
 

ん
で
い
ま
し
た
の
で
 
「
大
阪
べ
ん
」
 
が
 

身
に
付
い
て
い
た
の
で
す
。
私
は
 
「大 

阪
べ
ん
」
 
が
別
に
悪
い
と
は
思
っ
て
い
 

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
は
や
し
た
て
ら
れ
 

る
た
び
に
な
ん
だ
か
悪
い
言
葉
を
使
っ
 

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
悲
し
く
て
た
 

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
友
達
と
家
 

へ
帰
っ
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
が
、
近
 

所
の
男
の
子
に
、
カ
バ
ン
を
け
ら
れ
た
 

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 
相
手
に
し
な
い
で
 

帰
っ
て
い
る
と
、
今
度
は
別
の
人
に
石
 

の
な
さ
で
す
0

私
達
自
身
の
心
の
中
で
 

芽
ば
え
た
差
別
な
の
で
す
。
 

で
も
世
の
中
に
は
、
江
戸
時
代
に
人
 

の
手
で
作
ら
れ
た
差
別
が
今
だ
に
残
り
、
 

た
く
さ
ん
の
人
が
悲
し
い
思
い
を
し
て
 

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
部
落
 

差
翌
の
で
す
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
 

が
狭
山
差
別
裁
判
な
の
で
す
。
 

私
達
は
毎
年
、
石
川
一
雄
青
年
の
訴
 

え
や
私
達
小
学
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
 

学
習
し
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
あ
の
村
 

の
人
や
き
、
貧
し
か
っ
た
か
ら
、
文
字
 

が
書
け
な
か
っ
た
か
ら
、
な
ど
と
言
う
 

こ
と
は
わ
か
る
け
ど
、
ど
う
し
て
も
す
 

つ
き
り
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
六
年
生
に
な
っ
て
、
江
戸
幕
府
 

が
幕
府
の
政
策
を
守
る
た
め
に
作
っ
た
 

身
分
制
度
の
こ
と
を
学
習
し
た
時
「
こ
 

れ
な
ん
だ
」
 
と
心
の
中
で
叫
び
ま
し
た
。
 

こ
の
こ
と
が
も
と
で
、
あ
ん
な
悲
し
い
 

思
い
を
し
て
い
る
の
だ
。
 
一
生
刑
務
所
 

の
中
で
暮
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
 

う
に
な
っ
た
の
だ
と
、
は
っ
き
り
わ
か
 

り
ま
し
た
。
 

私
は
こ
の
時
か
ら
再
び
、
差
別
は
い
 

け
な
い
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
す
べ
て
 

の
差
別
は
こ
の
世
か
ら
追
放
し
な
け
れ
 

ば
い
け
な
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
 

ま
し
た
。
 

部
落
差
別
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
 

と
い
う
こ
と
は
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
ま
 

ー 

す
。
日
本
国
憲
法
（
第
十
四
条
）
に
も
、
 

一 

人
間
を
差
別
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
決
 

一 

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

/
 

ノ
 

を
投
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
 

「何 

で
私
が
石
を
投
げ
ら
れ
た
り
、
カ
バ
ン
 

を
け
ら
れ
た
り
し
な
き
ゃ
な
ら
ん
と
？
 

私
が
何
か
悪
い
こ
と
し
た
ん
ね
ェ
。
私
 

に
は
お
父
さ
ん
が
お
ら
ん
き
や
か
？
之
 

や
し
い
グ
」
な
ど
と
思
い
ま
し
た
。
 

ま
た
こ
う
も
思
い
ま
し
た
。
「
私
が
転
 

校
し
て
き
た
の
で
目
に
付
く
の
か
な
？
 

そ
れ
と
も
、
私
自
身
人
か
ら
か
ら
か
わ
 

れ
る
何
か
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
」
 

と
、
深
く
考
え
て
見
る
と
、
私
自
身
も
 

人
を
「
あ
し
げ
」
 
に
思
っ
て
い
る
こ
と
 

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
気
が
付
き
ま
し
 

た
。
反
省
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
 

の
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
 

私
は
近
所
に
わ
が
ま
ま
な
子
が
い
る
 

と
 
「
あ
の
子
は
わ
が
ま
ま
や
き
好
か
ん
四
 

と
、
は
っ
き
り
言
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
 

す
。
ま
た
学
級
で
班
作
り
を
し
て
“
が
 

ん
ば
り
班
〈
に
な
る
よ
う
に
、
み
ん
な
 

で
努
力
し
て
い
る
時
に
、
忘
れ
物
を
し
 

た
り
、
き
ま
り
を
守
ら
な
い
班
員
が
い
 

る
と
「
あ
の
人
が
お
ら
ん
や
っ
た
ら
い
 

い
の
に
な
あ
己
と
心
の
中
で
思
っ
た
こ
 

と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
お
 

母
さ
ん
か
ら
時
々
注
意
さ
れ
る
こ
と
で
‘
 

す
が
、
大
人
の
人
が
い
や
な
思
い
を
す
 

る
よ
う
な
言
葉
使
い
を
す
る
こ
と
が
あ
 

り
ま
す
。
 

私
が
人
を
 
「
あ
し
げ
」
 
に
思
っ
た
こ
 

と
や
私
が
か
ら
か
わ
れ
た
こ
と
が
、
差
 

別
と
い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
 

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
は
私
達
 

自
身
の
心
の
中
で
生
ま
れ
た
思
い
や
り
 

7月1日現在で実施 事業所統計調査にご協力を 

け
れ
ど
も
、
わ
が
国
の
法
律
に
は
差
 

別
し
た
と
き
に
罰
せ
ら
れ
る
と
い
う
き
 

ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ば
か
り
で
 

な
く
、
部
落
の
人
々
は
、
差
別
を
利
用
 

す
る
人
達
に
よ
っ
て
、
犯
罪
者
に
仕
立
 

て
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
す
。
狭
山
 

事
件
が
そ
の
ー
つ
な
の
で
す
。
 

部
落
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
た
え
き
 

れ
な
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
 

こ
と
が
あ
っ
て
は
、
だ
れ
も
安
心
し
て
 

生
活
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
部
落
 

の
人
々
は
、
こ
れ
ら
の
差
別
的
な
取
り
 

扱
い
に
抗
議
し
、
た
た
か
い
を
す
す
め
 

て
き
ま
し
た
。
 

法
律
は
、
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
 

も
の
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
法
律
を
 

つ
く
る
と
き
や
、
法
律
に
も
と
ず
い
て
 

裁
判
を
す
る
と
き
は
、
人
間
を
尊
重
す
 

る
精
神
が
大
切
で
す
。
ほ
ん
と
う
の
民
 

主
主
義
は
、
こ
う
し
て
育
て
ら
れ
て
い
 

く
も
の
で
す
。
 

し
か
し
、
わ
が
国
で
は
、
憲
法
に
う
 

た
わ
れ
て
い
る
民
主
主
義
の
精
神
が
、
 

ま
だ
十
分
に
、
根
づ
い
て
は
い
ま
せ
ん
。
 

す
ぐ
れ
た
憲
法
を
持
っ
て
い
て
も
、
部
 

落
差
別
は
、
な
お
も
生
き
つ
づ
け
て
い
 

ま
す
。
 

以
上
の
こ
と
は
私
が
 
「
に
ん
げ
ん
、
 

五
年
生
」
「
伝
え
た
い
た
だ
ひ
と
つ
の
●
」
 

と」 

の
、
前
が
き
の
中
か
ら
読
み
と
っ
 

た
こ
と
で
す
。
 

（
こ
の
作
文
は
、
満
山
さ
ん
が
 

六
年
生
の
と
き
に
書
い
た
も
の
で
す
〕
 

×
 愛！それは献血  7月1日からは「愛の血液助け合い運動」 
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鷲
舞
 

戸
 

労
彩
％
分
多
％
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勿
勿
 

五
月
十
七
日
か
ら
五
月
二
十
八
日
ま
 

で
、
第
十
六
回
福
岡
県
青
年
の
船
で
大
 

久
保
紀
子
さ
ん
（
上
野
上
里
、
町
教
育
 

委
員
会
社
会
教
育
指
導
員
、
二
十
三
歳
）
 

が
、
中
国
と
韓
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。
 

今
回
は
、
新
し
く
韓
国
が
訪
問
国
に
 

加
え
ら
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
場
や
 

景
福
宮
、
民
族
村
な
ど
を
。
ま
た
、
中
 

国
で
は
、
万
里
の
長
城
や
天
津
じ
ゅ
う
 

た
ん
工
場
、
天
津
外
国
語
学
院
な
ど
、
 

三
百
五
十
人
の
団
員
と
と
も
に
友
好
使
 

▼
天
津
水
上
公
園
で
大
久
保
紀
子
さ
ん
▲
 

か し、 け 昭和61年7月1日 、
 

ー
 あ

 
報
 

広
 

あなたも糸象のオーナー ~ 

節
と
し
て
も
そ
の
使
命
を
十
分
果
し
て
 

帰
国
し
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
、
大
久
保
さ
ん
に
青
年
の
船
 

の
印
象
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。
 

岡
青
年
の
船
に
応
募
し
た
動
機
は
？
 

中
国
は
、
 

一
度
訪
ね
て
み
た
い
国
の
 

ー
つ
で
し
た
し
、
船
の
O
B

や
職
場
の
 

方
の
勧
め
も
あ
っ
た
か
ら
。
 

問
日
本
と
の
社
会
情
勢
の
違
い
を
ど
う
 

感
じ
ま
し
た
か
？
 

中
国
で
は
、
色
ん
な
規
制
が
あ
る
中
 

で
、
人
び
と
は
簡
素
な
生
 

活
を
、
そ
れ
ぞ
れ
幸
せ
そ
 

う
に
し
て
い
る
の
を
見
て
 

日
本
の
よ
う
に
物
質
的
に
 

豊
か
な
生
活
だ
け
が
幸
せ
 

で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
 

韓
国
は
二
年
後
の
オ
リ
ン
 

ピ
ッ
ク
開
催
に
向
っ
て
、
 

こ
れ
か
ら
発
展
し
て
い
プ
」
 

う
と
す
る
、
国
全
体
の
勢
 

い
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
 

ま
し
た
。
 

間
中
国
・
韓
国
の
青
年
の
 

印
象
は
？
 

中
国
で
は
、
学
生
と
座
 

談
会
を
持
ち
ま
し
た
が
、
 

服
装
も
質
素
で
、
勉
強
に
 

も
趣
味
に
も
精
一
杯
打
ち
 

、
 、

！

 

込
ん
で
い
ま
し
た
。
日
本
の
学
生
の
よ
 

う
に
、
遊
び
の
た
め
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
 

時
間
を
つ
ぶ
す
こ
と
は
な
い
そ
う
で
す
。
 

韓
国
で
は
、
十
分
な
対
話
は
で
き
ま
 

せ
ん
で
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
日
本
と
変
 

ら
な
い
様
子
で
し
た
。
 

間
船
内
で
は
ど
う
で
し
た
か
？
 

講
義
や
多
く
の
研
修
活
動
が
中
心
で
 

す
が
、
パ
ー
テ
ィ
や
船
ま
つ
り
な
ど
楽
 

し
い
行
事
も
あ
り
、
充
実
し
た
船
内
生
 

活
で
し
た
。
船
と
い
う
運
命
共
同
体
の
 

中
で
一
週
間
以
上
寝
食
を
共
に
し
た
仲
 

間
と
は
家
族
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

間
こ
の
体
験
を
今
後
、
ど
の
よ
う
に
生
 

か
し
た
い
で
す
か
？
 

今
回
得
た
多
く
の
経
験
を
自
分
な
り
 

に
赤
池
町
の
青
年
に
伝
え
た
い
と
思
い
 

ま
す
。
船
で
知
り
合
っ
た
友
人
と
情
報
 

交
換
を
し
な
が
ら
、
赤
池
町
に
還
元
し
 

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

間
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
？
 

中
国
、
韓
国
、
船
の
中
で
多
く
の
人
 

と
知
り
合
い
、
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

で
き
た
こ
と
で
す
。
 

×
 

ノ
 

ト
H
7
月
は
河
川
愛
護
実
施
月
間
U
 

/
 清流をあなたの街のシンボルにノ 

水力発電や工業用水、農業用水、飲料水と河川の水はい 

ろいろな形で私たちの生活を助けてくれています。 

しかも、彦山川は、私たちの生命の源、上水道の水源で 

もあります。 

この生命の源である彦山川の水質は、生活雑排水などの 

汚れで年々悪化しています。 

} 

~ 

一1 口50万円で「英彦山スギ」 

があなたの所有に― 

あなたも 「英彦山スギ」 の所有者 

になってみませんか。 

ロマンと資産作りを持ち合わせた 
のが国有林の分収育林制度です。 

分収育林とは、現在、国有林に生 

育中のスギ・ヒノキ20年～30年生に 

ついて、 1 口50万円を出資し、あと 

は、契約書に基づいて国が手入れや 

管理を行い、これを20年～30年後に 

販売して、その収益を分収しようと 

する制度です。 

ヒノキの分収育林は、八幡西区東 

河内国有林にもあります。 

現地案内が7月6・13・20日の各 

日曜日に行われます。 

詳しくは、直方営林署へお問い合 

せください。 廿09492-6-4041 
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艦
離
感
 

胃
ガ
ン
は
 

早
期
発
見
で
 

ほ
と
ん
ど
治
る
 

ガ
ン
は
、
初
め
は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
 

な
い
の
が
特
徴
で
す
。
検
診
を
受
け
る
 

と
何
か
言
わ
れ
そ
う
で
受
け
な
い
方
が
 

多
い
よ
う
で
す
が
、
初
期
の
う
ち
に
治
 

療
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
治
り
ま
す
。
末
期
 

の
胃
ガ
ン
で
は
治
療
率
（
五
年
生
存
率
）
 

は
 13 

％
に
す
ぎ
な
い
の
に
、
早
期
で
は
 

96 

％
が
治
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
胃
ガ
ン
を
完
全
に
治
し
 

た
人
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
検
診
 

で
症
状
の
な
い
ガ
ン
を
見
つ
け
て
初
期
 

の
う
ち
に
治
療
し
て
い
ま
す
。
 

蔵本橋のBOD（生物 

化学的酸素要求量）値は 

3.5PPM (59年度平均） 

で、環境基準の3.OPPM 

をオーバーしています。 

台所の調理くずや食べ 

残しを流さない、石けん 

やリンを含まない洗剤を 

使うなど、私たちの小さ 

な心がけで彦山川を守り 

ましょう。 

木
村
信
行
議
員
が
死
去
 

町
議
会
補
欠
選
挙
は
2
人
に
 

木
村
信
行
町
議
会
議
員
が
、
六
月
一
一
 

十
二
日
、
入
院
先
の
町
立
病
院
で
死
去
 

さ
れ
ま
し
た
。
四
十
一
歳
で
し
た
。
 

木
村
議
員
は
、
昭
和
四
十
三
年
町
職
 

員
を
依
願
退
職
、
昭
和
五
十
四
年
か
ら
 

町
議
会
議
員
、
現
在
、
二
期
目
。
 

厚
生
常
任
委
員
会
委
員
、
町
立
病
院
 

運
営
特
別
委
員
会
委
員
を
歴
任
。
昭
和
 

五
十
八
年
か
ら
は
監
査
委
員
。
そ
の
ほ
 

か
赤
池
少
年
野
球
の
後
援
会
長
な
ど
も
 

,
'
,
,
,
'
,
'
,
'
,
'
,
,
，
‘
●
‘
●
‘
●
‘
●
‘
●
●
●
‘
●
‘
●
 ‘
●
‘
●
J
‘
●
‘
●
●
●
 ●
●
●
●
●
●
‘
●
‘
●
‘
●
 ●
●
‘
●
‘
 

現
在
福
岡
県
で
は
集
団
検
診
に
よ
っ
 

て
千
人
の
う
ち
一
1

一
人
の
胃
ガ
ン
が
 

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
ガ
ン
の
死
亡
総
 

数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
集
団
 

検
診
を
や
っ
て
い
る
胃
や
子
宮
、
乳
癌
 

に
つ
い
て
は
著
し
く
低
下
し
早
期
発
見
、
 

早
期
治
療
の
効
果
も
相
当
で
て
き
て
い
 

る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
検
診
に
よ
っ
て
 

胃
潰
蕩
な
ど
の
病
気
を
見
つ
け
る
事
が
 

で
き
、
各
々
の
病
気
に
あ
っ
た
治
療
を
 

う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

一
度
も
検
診
を
う
け
た
事
の
な
い
方
、
 

次
の
よ
う
な
症
状
の
あ
る
方
は
是
非
一
 

度
、
恐
が
ら
ず
に
検
診
を
受
け
て
み
て
 

は
い
か
が
で
す
か
？
 

※
た
ま
に
、
胃
の
あ
た
り
が
少
し
痛
む
。
 

※
空
腹
時
や
食
後
に
胃
が
痛
む
、
吐
気
 

務
め
て
い
ま
し
た
。
 

現
住
所
は
大
字
赤
池
五
四
四
番
地
。
 

木
村
議
員
の
死
亡
に
よ
り
、
七
月
一
一
 

十
日
執
行
の
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
 

選
挙
す
る
人
数
は
二
人
と
な
り
ま
す
。
 

が
あ
る
。
 

※
胸
や
け
、
ゲ
ッ
プ
、
胃
の
不
快
感
が
 

と
き
ど
き
あ
る
。
 

※
胃
が
張
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
 

※
と
き
ど
き
下
痢
を
し
た
り
、
吐
き
、
 

も
ど
す
。
 

※
食
べ
物
が
飲
み
に
く
く
な
っ
た
り
、
 

み
ぞ
お
ち
の
下
あ
た
り
が
ひ
っ
か
か
 

る
感
じ
が
す
る
。
 

※
貧
血
 

※
食
欲
が
な
く
体
重
が
減
っ
て
く
る
 

※
み
ぞ
お
ち
が
痛
む
 

※
急
に
食
べ
物
の
好
み
が
変
る
 

※
手
で
触
れ
る
と
シ
コ
リ
が
あ
る
 

初
期
症
状
の
な
い
の
が
胃
ガ
ン
で
す
。
 

な
ん
と
も
な
い
方
も
三
十
ー
四
十
歳
過
 

ぎ
れ
ば
ガ
ン
年
令
グ
家
族
、
知
人
さ
そ
 

い
あ
っ
て
ど
う
ぞ
。
 

（胃ガンの5年生存率） 

S44 --48年症例） 

6月22日死去 

された 

木村信行議員 

胃

ガ

ン

検

診

ー

 

期
日
、
7

月
 21 

日
卿
9
時
ー
 10 

時
 

（
受
け
付
け
）
 

場
所
、
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

費
用
、
 

一
〇
〇
〇
円
 

町
内
在
住
の
 40 

歳
以
上
の
人
 

（
但
し
 
70 

歳
以
上
は
無
料
）
 

？ 

田
川
交
通
安
全
」
 

？ 

・ 

一 

協
会
赤
池
支
部
（
 

‘ 

一 

奥
永
昭
政
支
部
長
、
 

一 

カ

『

し

赤

 
上
野
、
市
場
両
小
霧
 

、
、
プ
船
 
学
校
に
交
通
安
全
」
 

」？
 

酉

 

タ
 

ン
ト
し
ま
し
た
。
 

”
 

」
父
 

一 

五
月
二
十
七
日
、
か
 

イ・ 

【休館日】 

7日、14日、20日 

28日 
【福祉バス運行日】 

休日を除く毎日 
【心配ごと相談日】 

8日、17日、27日 

午後3時まで 

× 

交通安全ミかさミ 
をプレゼント 

―交通安全協会赤池支部― 

さ
ん
が
、
今
年
も
 

＼ 

役
場
で
贈
呈
式
が
 
心
 

「
行
わ
れ
、
代
表
の
市
場
小
学
校
児
童
」
『
 

「
会
総
務
委
員
の
藤
井
亮
君
（
六
年
）
、
 

」”
 

「
木
村
友
美
さ
ん
（
六
年
）
と
上
野
小
学
』
「
 

校
一
年
の
大
久
保
要
君
、
青
柳
智
子
 

さ
ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

四
人
は
、
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
 

し
た
。
大
切
に
使
い
ま
す
」
両
校
で
 

は
、
に
わ
か
雨
の
日
に
児
童
に
貸
し
 

出
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

，ト町長室で行われた、かさ議の贈呈式． 福岡県こ婦人の翼こ 

参加団員を募集中 
028歳以上60歳までの人 
0 婦人問題に関する活動等を積極 

的に行っている人 

0 研修国はフランス、スイス、イ 

タリアで費用は28万円程度 

07 月21日までに役場福祉係へ 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
▽
池
永
輝
昭
（
東
組
〕
 

▽
吉
武
増
美
（
松
本
）
▽
植
田
ハ
ル
子
 

（
大
浦
）
▽
那
須
マ
ツ
ミ
（
伏
原
）
▽
 

柳
川
八
代
子
（
m
詰
タ
ウ
し
▽
末
崎
・
シ
ゲ
 

子
（
東
町
）
▽
藤
崎
信
幸
（
車
道
）
 

6
月
 16 

日
現
在
7
件
、
総
額
3
4

万
5
 

千
円
。
 

\
 

【演 芸】 
入館者へ自由に舞 

台を提供します。 
ご利用ください。 

【健康相談日】 

第1火曜日（7月1日） 

10時から午後3時まで 
【仏教講演会】 

7 15 k)11 Pら ノ
家族で守る生活のリズム 7月は青少年を非行から守る全国強調月間

職場にキラIJ！君の青春 7月19日は「勤労青少年の日」 
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五
十
本
を
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レ
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”
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習
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圏
乳
児
保
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相
談
V
7
月
 21 

日
、
町
民
 

会
館
▽
 10 

時
ー
 11 

時
半
▽
生
後
ー
力
月
 

、
 12 

カ
月
 

圏
心
身
障
害
児
巡
回
教
育
相
談
▽
日
時
 

1
8
月
1

日
▽
場
所
廿
田
川
市
青
少
年
 

文
化
ホ
ー
ル
▽
対
象
者
廿
就
学
前
幼
児
 

の
保
護
者
▽
受
付
廿
7
月
 10 

日
ま
で
▽
 

詳
し
く
は
赤
池
町
教
育
委
員
会
。
 28 

ー
 

d
'
1
0
0
 

圏
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
▽
日
 

時
1
7
月
 23 

日、 
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日
（
9
時
、
 16 

時
 

半
）
▽
会
場
 11 
田
川
市
青
少
年
文
化
ホ
 

ー
ル
▽
受
付
期
間
廿
7

月
1

日
1
7
月
 

14 

日
▽
受
講
料
廿
3
千
円
▽
申
込
み
、
 

問
合
わ
せ
ー
田
川
地
区
消
防
本
部
、
予
 

防
広
報
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（
田
川
市
新
町
 11 

番

曹

互

 

圏
日
常
生
活
用
具
の
給
付
、
貸
与
▽
該
 

当
者
廿
在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者
▽
受
 

付
期
日
廿
7

月
 31 

日
ま
で
▽
種
目
ー
ガ
 

ス
警
報
器
、
福
祉
電
話
、
特
殊
便
器
、
 

特
殊
寝
台
ほ
か
▽
詳
し
く
は
赤
池
町
役
 

場
福
祉
係
へ
廿
 28 

1
2
0
0
4
 

山
山
「
抑
防
ど
横
講
m
 

圏
日
本
脳
炎
▽
市
場
地
区
の
人
井
7
月
 

4
日
、
市
場
小
保
健
室
▽
全
地
区
の
人
 

廿
7
月
 11 

日
、
町
民
会
館
▽
時
間
廿
 13 

時
半
ー
 15 

時
、
3
歳
以
上
 

圏
三
種
混
合
▽
7
月
 18 

日
、
町
民
会
館
 

▽
 13 

時
半
ー
 15 

時
▽
生
後
 24 

カ
月
ー
 48 

カ
月
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7 月はこ社会を明るく 

する運運動こ 月間です 
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社会を明るくする運動は、すべての国民が 

犯罪の防止と罪を犯した人たちの更生につい 

て理解を深め、それぞれの立場で、力を合わ 

せ、犯罪や非行のない社会を築くための全国 

的な運動です。 

1 人ひとりが自らの問題として犯罪、非行 

予防に取り組み、家庭から近隣へ、近隣から 
地域へと、運動の輪を広げましょう。 

赤池町保護司会 

「建設業退職全共済 

制度」 をご存じですか 

圏
胃
ガ
ン
検
診
▽
7
月
 21 

日
、
同
和
対
 

策
中
央
研
修
所
▽
受
付
井
9
時
ー
 10 

時
 

▽
該
当
者
廿
 40 

才
以
上
の
人
▽
料
金
廿
 

千
円
（
 70 

才
以
上
無
料
）
 

川
試
験
馴
m
募
集
m
) 

圏
税
務
職
員
（
税
務
大
学
校
学
生
）
募
 

集
▽
資
格
井
昭
和
 41 

年
4

月
2

日
か
ら
 

昭
和
 44 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
 

人
▽
受
付
井
7
月
9

日
、
7
月
 16 

日
▽
 

第
一
次
試
験
井
昭
和
 61 

年
 10 

月
5

日
▽
 

詳
し
く
は
福
岡
国
税
局
廿
0
9
2

(4 

1
1
)
 

0
0
3
1

ま
た
は
最
寄
り
の
税
 

務
署
 

圏
自
衛
官
募
集
▽
資
格
廿
 18 

歳
以
上
 25 

歳
未
満
▽
受
付
廿
随
時
▽
試
験
期
日
廿
 

受
付
時
に
指
定
▽
詳
し
く
は
自
衛
隊
飯
 

募
集
事
務
所
（
飯
塚
市
大
字
横
田
8
2
 

0
）
廿
0
9
4
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この制度は、昭和39年に法律により作られ 

た制度で、一般の退職金のように労働者が事 

業所をやめたとき支払われる退職金でなく、 

建設業というーつの業種の中で働く限り、事 

業所に雇用された期間全部を通算して退職金 

を支払うという、いわば建設業界ぐるみの退 

職金制度です。 

掛け金は全額事業主負担で、申請も事業主 

が行います。 

現在、全国で12万の事業主、 162万人の労 

働者がこの制度に加入し、退職金の積立てが 

行われ、すでに36万人の労働者が退職金を受 

け取り、その額は600億円を超えています。 

この制度についての詳しいことは、下記へ 

問い合せください。 

〇建退共福岡支部 福岡市中央区天神1-3-13 

福岡県建設会館内 廿092-761-0335 
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」
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通
商
産
業
省
が
安
全
性
を
認
め
た
も
の
で
、
自
動
二
輪
用
の
ヘ
ル
ー
 

（
メ
ッ
ト
に
こ
の
マ
ー
ク
を
付
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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ニバイク（器）にも着用を義務付け 

まだヘルメット 
を持ってない方は 
ruis」や「S」マー 
クの付いたものを 

選びましょう。 

また、ヘルメッ 

トを有効に使うた 

めに、次のような 

点に注意してください。 

①あみだにかぶった‘)、目深にかぶらない。 

、て” 

名
て
 

視野が狭くなり、危険なものの発見が遅れます。 

②あごひもは必ず、しっかりと締める。 

あごひもを締めてないと、事故のときヘルメ 

ットが飛んでしまい、頭を守れません。 

バイクに乗るときは、必ずヘルメットをかぶ 

るーこれをぜひ習慣にしてください。 

頭
を
守
る
ク
命
綱
）
 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
 

バイクを運転中に交通事故で死亡した人の 

64.5％は頭や顔を強く打って死亡しています） 

このことからも、ノ＼ルメットをかぶらないこ 

とがどんなに恐ろしいことかよく分かります。 

、
”
か
か
か
か
か
』
名
、
、
て
”
、
生
て
％
乞
て
一
 

また、7月5日か 

らは、ミニバイク 

（排気量50c 以下 

のバイク）に乗る 

ときもヘルメット 

の着用が義務付け 

られます。 

違反した場合は 

行政処分点数1点 

が取られます。 

損傷音β位別の死亡率 

＠一一頭部盤5% 

‘顔面 

rZ ,0% 
頚部10.8% 
胸詞3.6% 

腹部6.6% 
腰部2.3% 

”』乞 

t そ
の
他
 

”、て 

"
”
』
て
乞
り
、
て
て
乞
乞
名
”
か
浄
か
』
”
か
か
か
七
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』
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“
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生
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《
か
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「近寄らない」「近づけない」 覚せい剤、7月は薬物乱用防止強化月間 


